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生活環境 

バトロール本部 
住みよし、 

環境づくりに 

声か (5) 1 4" 

大
切
に
保
存
し
ま
し
よ
う
 

O
 

暦
の
う
「
で
は
春
だ
け
ど
 

外
に
は
大
き
な
ぼ
た
ん
雪
 

ど
の
木
も
ど
の
木
も
雪
の
花
 

き
れ
い
に
咲
い
て
美
し
い
 

雀
は
軒
で
ひ
と
休
み
 

か
ら
だ
を
丸
め
居
眠
り
し
て
い
る
 

内
で
は
園
児
の
豆
ま
き
だ
 

ひ
と
足
早
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節
分
で
 

紙
の
か
み
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も
か
ぶ
と
つ
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だ
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ま
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五所川原雪まつり 
お祭り広場など 3 会場で 

① （昭和33年9月10日第3種郵便物認可》 

ヘ
・
．
て
．.．て
ご三
，．
一
二
三．
．
こ
．.．三
．
．
う
、
，.
.
.．こ
くて」
 

“
 
市
観
光
協

会
主
催

の

一
 

（
 「
五
所
川
原
雪
ま
つ
り
・
」
 《
 

）
は
二
月
十
日

（
日
）
十

一
 
（
 

）
日
（
月
）
市
民
文
化
会
館
、
 

一
な
ど
三
つ
の
会
場
で
、
雪

一
 

）
上
大
カ
ル
タ
大
会
な
ど
多

（
 

”
彩
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
？
 

「
 い
ま
す
0
ど
な
た
も
お
気
一
 

』
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
 
？
 

か
ご
三
ご
・
・
三
・・
よ・
三
に
く
て
く
に
ご
・
て
ーン
子
ミ

ミ
、

七
ら
 

▽
雪
上
大
カ
ル
タ
大
会
 

日
時
 
二
月
十
日
午
後
一
時
 

場
所
 
市
庁
舎
お
祭
り
広
場
 

参
加
資
格
 
市
内
子
ど
も
会

育
成
会
お
ょ
び
子
ど
も
会

（
町

内
、
部
落
単
位
の
団
体
で

ー
チ
 

ー
ム
五
人
以
内
）
 

▽
ず
ぐ
り
廻
し
大
会
 

日
時
 
二
月
十
日
午
後
一
時

場
所
 
市
庁
舎
お
祭
り
広
場

参
加
資
格
 
市
内
子
ど
も
会

有
成
会
お
ょ
び
子
ど
も
会
（
町
 
 

内
、
部
落
単
位
の
団
体
で

ー
チ
 

ー
ム
三
人
以
内
）
 

▽
タ
コ
上
げ
大
会
 

日
時
 
二
月
十
日
午
後
一
時

場
所
 
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格
 
県
内
在
住
者
、
 

一
般
、
中
、
高
校
生
、
小
学
生

▽
民
謡
、
歌
謡
、
民
謡
手
踊
大

会
 日

時
  
二
月
十
一
日
午
前
十
 

時
 場

所
 
市
民
文
化
会
館

競
技
方
法
 
民
謡
、
歌
謡
、
 

手
踊
の
個
人
の
部
と
民
謡
、
手

踊
は
三
人
ー
五
人

ー
チ
ー
ム
の
 

市
と
有
志
の
方
々
の
努
力
に

よ
っ
て
事
業
の
実
施
を
は
か
っ

て
い
る
財
団
法
人
五
所
川
原
市

教
育
振
興
会

（
事務
局
市
教
育

委
員
会
）
で
は
、
次
の
と
お
り

奨
学
生
を
幕
集
し
て
い
ま
す
。
 

志
望
者
は
、
学
校
長
ま
た
は
本

会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
こ
の
会
で
は
基
金
の

確
立
を
は
か
る
た
め
篤
志
の
方

々
へ
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
な

っ
て
お
り
、
市
民
の
協
力
を
望

ん
で
い
ま
す
。
 

▽
願
書
の
受
付
期
限
 

一
一月
十
六
日
ま
で
 

▽
募
集
奨
学
生
 

《
 

一
、
高
校
給
与
奨
学
生

（
入
 
 

l
《
 

団
体
の
部
と
す
る
 

申
込
み
締
切
は
い
ず
れ
も
二

月
五
日
ま
で
 

申
込
み
先
は
市
観
光
協
会
（
 

市
商
工
観
光
課
内
）
 

学
料
と
授

業
料
相
当
額
の
給

与
）
 

二
、
大
学
入
学
支
度
金
の
貸

与
奨
学
生

（
三〇
万
円
を
限
度

と
し
て
入
学
支
度
金
を
貸
与
）
 

▽
志
望
者
の
条
件
 

優
秀
な
才
能
を
持
ち
な

が
ら
経
済
的
理
由
の
た
め
修
学

困
難
な
者
と
こ
れ
に
準
ず
る
者
 

学
校
長
の
推
せ
ん
の
あ

る
者
 

な
お
、
採
用
候
補
者
と
補
充

採
用
候
補
者
は
三
月
上
旬
に
決

定
し
、
学
校
長
を
通
じ
本
人
に

通
知
し
ま
す
。
願
書
な
ど
の
用

紙
は
学
校
長
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
 

奨
学
生

を
募
集
中
 

お
申
込

み
は
十

六
日

ま
で
 

、
 



も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
ナ
。
 

神
経
疾
患
（
精

神
障
害
の
意
味
で

は
な
く
大
脳
、
小

脳
、
せ
き
髄
、
未

梢
神
経
、
筋
肉
な

ど
神
経
系
統
の
障

害
）
の
検
診
を
五

所
川
原
保
健
所
の

後
援
で
弘
前
大
学

第
三
内
科
の
神
経
 

学
グ
ル
ー
プ
の
医
師
が
担
当
し
 

て
行
な
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 
二
月
八
日

（
金
）
、
 

神経疾患の検診 

冒議 24% 
公共下水道 
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キ カ
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一難
霧
滋
難
灘
編
縄
鷺
鱗
 

花
と
緑
編
轟

璽
詳

小
鳥
め
ひ
る
鍵
磐
 

二
 
に
ぬ）一
。
」一
 

吹
雪
の
や
ん
だ
冬
空
に
、
両

翼
を
延
し
、
上
昇
気
流
に
の
っ

て
円
を
描
い
て
飛
ん
で
い
る
ト

ビ
の
姿
を
市
内
の
随
所
で
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
い
鳥
で
引

o
そ
の
目
は
』
人
 
ご

の
よ
う
に
丸
め
て
吐
き
出
し
 
よ
う
で
す
。
 

~
 

間
の
八
倍
も
は
っ
き
り
見
え
る
 

ま
す
o
こ
れ
を
ペ
リ
ツ
ト
と
言
 
」
 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

っ
て
い
ま
す
。
 

ル
、
小
鳥
、

ヘ
ビ
、
カ
マ
 

い
た
の
で
、
ト
ビ
の
す
ば
し
こ
 
（
 

、
イ
ナ
ゴ
の
ほ
か
に
、
人
 

い
行
動
に
、
油
あ
げ
ゃ
弁
当
な
 
（
 

ト
 
ビ
 

雄
躍
詳
整
雛
雄

一
 

（
ワ
ツ

タ
カ
科

）
 
ト
ビ

に
油
あ
げ
」
の
こ
と
わ
ざ
 
？
 

ど
を
さ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
 

)
 

主
な
食
べ
物
は
、
ネ
ズ
ミ
、
 

昔
の
人
は
、
の
ん
び
り
し
て
 
《
 

て5
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奉
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児
童
手
当
は
、
四
十
九
年
四

月
か
ら
、
国
内
に
住
所
が
あ
る

日
本
国
民
が
、
次
の
要
件
に
あ

て
は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

①
 
十
八
歳
未
満
の
児
童
を

三
人
以
上
養
育
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
ひ
と
り
以
上
が
義
務

教
育
終
了
前
の
児
」
異
であ
る
こ
 

と
。
 

‘
 

②
 
そ
の
人
の
収
入
が
、
 一
 

「
 
定
の

額
（
た
と
え
ば
、
扶
養
親

族
五
人
の
場
合
二
自
」ハ
十
八
万

円
。
こ
の
額
は
こ
と
し
の
六
月

か
ら
引
き
あ
げ
ら
れ
る
予
定
で

す
）
に
満
た
な
い
こ
と
、
な
ど

で
す
。
 

な
お
こ
の
よ
う
に
支
給
児
童

の
範
囲
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
の
で

現
に
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
人
で
も
、
四
月
か
ら
そ

の
額
が
ふ
え
る
こ
と
と
な
る
場
 

②
 

指
名
願
い
は

一
一
 

十
八

日
ま
で
 

四
十
九
年
度
に
市
で
発
注
す

る
土
木
工
事
と
建
築
工
事
、
そ

の
他
の
工
事
の
指
名
を
受
け
よ
 

ト
 
う
と
す

る
業
者
は
、
建
設
省
の

川
 

指
定
す
る
様
式
に
従
っ
て
二
月

指
定
す
る
様
式
に
従
っ
て
ニ
月
 

一
一
十
八
日（
木
）
 
の
正午
ま
で

市
建
設
課
庶
務
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

公共下水道とテレビなどの普及率比較 

三
月
「
日

（
金
）午
前
十
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
受
け
付
け
し

ま
す
。
 

▽
場
所
 
五
所
川
原
保
健
所

▽
対
象
 
次
の
よ
う
な
病
気
の

診
断
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

多
発
性
硬
化
症
、
視
神
経
せ

き
髄
炎
、
球
後
視
神
経
炎
、
せ

き
髄
炎
、
筋
無
力
症
、
進
行
性

筋
い
縮
症
、
ス
モ
ン
、
小
脳
失

調
症
 

▽
検
診
は
無
料
で
す
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
五
所

川
原
保
健
所
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
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、
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そ
 

引
た
し
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ち
m
快
適
に
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活
で
一
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m
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m礁
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一
 

一
 

加
‘「
、
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瞭
 

整
備
さ
れ
て
こ
そ
こ
の
願
い
が
 
〕
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%
 

%
 

%
 

し
か
し
衛
生
的
に
一
番
必
要
な
》
 

下
水
道
は
松
島
団
地
だ
け
で
、
 
へ
 

都
市
環
境
か
ら
も
日
常
生
活
の
 

う
え
か
ら
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
な
い
の
で
す
。
 

五
所
川
原
市
は
西
北
の
中
心
文

化
都
市
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展

し
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
も
テ

レ
ビ
や
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
電
話
や
乗
用
車
な

ど
も
多
く
の
家
庭
に
見
う
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
た
 )

 
<
 

~
 

》
 

(
 

(
 

》
 

)
 

<
 

~
 

だ
い
ま
市
で
計
画
を
進
め
て
い
 ）
 

る
下
水
道
事
業
に
対
し
、
市
民

（
 

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
ご
協
力
を

「
 

か
和
い
し
か
曹
一

（
な
お
カ
ッ
へ
 

ト
は
全
国
の
平
均
統
計
で
す
）
 
>
 

m
緯
支
給
の
対
象
が
拡
大
 

合
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
該
当
者

は
、
三
月
三
十
日
ま
で
に
、
国

民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

の
う
え
市
福
祉
事
務
所
の
窓
ロ

へ
お
い
で
く
だ
さ
る
ょ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
児
童
手
当
は
、
 

各
種
の
福
祉
年
金
や
児
童
扶
養

手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
で
 

り
J
 

!
 

!
．・
 

「
 

、
 
く
 
ら
 
し
 

と
 

？
 

明
る
く
住
み
ょ
い
社
会
で
生

》
 

へ
 

＞
 

活
す
る
こ
と
は
市
民
の
誰
も
が
『
 

〈
 

下
 

水
 
道
 
加
 

願
う
こと
で
あ
り
ま
すo
 
~
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．
 

.
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、
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乗 用 車 

勧携26 .8% 

ゆ
な
い
真
の
文
化
的
生
活
を
営

）
 

み
う
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

〈
 

市
政
ダ

イ
ヤ
ル
 

そ
の
日
の
 

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
⑥
4
3
2

1
 

、
 



昨年の県内の交通事故 
死者  186人 
傷者 8,378人 

者
者
 

死
 甘
易
 

、
 

こんな事故もあります 

鴨
業鑓
 
死亡
一
時
金
の
支
給
要
件
 

い
の
ち
を
守
る
赤
十
字
 

あ
な
た
も
赤
十
字
社
員
に
 

昨
年
一
年
間

に
お
け
る
県
内
一

の
交
通
事

故

は
、
六
千
六
百

四
十
六
件

（
「
 

五
・
七
％
減
）
 

で
、
死
ん
だ
人

百
八
十
六
人

（
 

一
一
一・
八

％

減
）
、
ケ
ガ
を

し
た
人
八
千
三

百
七
十
八

h人
 

（
「
八
・
八
％

減
）
と
な
り
、
 

死
者
の
減
少
率

は
全
国
一
で
昨

年
の
県
警
の
重

速
川
標
で
あ
る
 

「
交
通
事
故
死
者
三
割
減
少
作

戦
」
も
実
の
あ
る
効
果
を
お
さ
一
 

（
前
号
か
ら
）
 

①
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
場
合
、
死
亡
者
の
遺
族

に
支
給
さ
れ
ま
す
 

（
イ
）
六
十
五
歳
に
達
す
る

日
前
に
死
亡
し
た
こ
と
 

（
ロ
）
死
亡
日
の
前
日
に
お

い
て
死
亡
日
の
属
す
る
月
の
前

月
ま
で
の
被
保
険
者
に
か
か
る
，
 

保
険
料
納
付
済
期
間
が
三
年
以
 

⑧
 上
で
あ
る
こ
と
。
 （領

収
印
の

日
付
が
死
亡
日
の
前
日
以
前
で

あ
る
こ
と
）
 

（
ハ）
死
亡
者
が
経
営
移
譲

年
金
の
支
給
を
受
け
た
者
で
な
 
 

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
警
察
署
管
内
で
は

二
百
六
十
三
件

（
二
三
・
九
％

減
）
が
発
生
し
、
十
三
人

（
一

一
六
％
増
）
が
 
死亡
し
、
 三

百
二
十
五
人
（
二
八
・
五
％
減
 

）
が
ケ
ガ
を
し
、
発
生
件
数
、
 

傷
者
と
も
県
下
の
平
均
を
大
き

く
下
廻
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
 

死
者
に
お
い
て
は
約
二

・
一
倍

と
い
う
悲
し
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
 

こ
と
し
は
、
県
警
の
指
標
で

あ
る

「
交
通
三
悪
徹
底
追
放
」
 

を
重
点
に
①
酒
酔
運
転
②
無
免

暫
運
転
③
暴
走
運
転
を
徹
底
的

に
取
締
る
方
針
で
す
の
で
、
住

民
、
家
族
ぐ
る
み
の
事
故
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
、
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

い
こ
と
 

（
ニ
）
死
亡
者
が
支
給
を
受

け
る
べ
き
経
営
移
譲
年
金
で
、
 

ま
だ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
も

の
が
あ
る
、
者
で
な
い
こ
と
 

（
ホ
）
死
亡
者
が
脱
退
一
時

金
に
か
か
る
受
給
権
者
で
な
い

こ
と
 

②
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
遺
族
は
、
次
の
要

件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

で
あ
る
こ
と
 

（
イ
）
死
亡
者
の
配
偶
者
、
 

子
、
父
母
、
孫
、
租
父
母
ま
た

は
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
こ
と
 

日
本
赤
十
字
社
は
、
 「
人
道
 

」
と
「
博
愛
」
、
 「
奉
仕
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
す

る
団
体
で

あ

り
、
災
害
時
の
救
護
や
人
類
の

福
祉
、
世
界
の
平
和
の
た
め
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
活
動
は
、
す
べ
て

隣
人
愛
に
燃
え
る
社
員
の
社
費

に
よ
っ
て
す
す
め
ら

れ
る
 
の

で
、
赤
十
字
事
業
の
発
展
の
た

め
に
は
ど
う
し
て
も
社
員
の
増

強
が
必
要
で
す
。
ひ
と
り
で
も

多
く
の
人
た
ち
に
赤
十
字
社
員

に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
毎

年
社
員
の
増
強
運
動
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

日
赤
五

所
川
原
市
地
区
で

は
、
二
月
一
日
か
ら
四
十
九
年

度
の
社
員
増
強
運
動
を
展
開
し

ま
す
。
こ
と
し
の
当
地
区
の
日

標
額
は
二
百
二
十
一
万
八
千
一
一

百
円
で
、
近
く
町
内
の
奉
仕
者

の
方
々
が
毎
戸
を
ま
わ
り
ま
す
 

（
ロ）
死
亡
者
の
死
亡
の
当

時
、
死
亡
者
と
生
計
を
同
同
u？

、
 

し
て
い
る
こ
と
 

（
ハ
）
死
亡
一
時
金
を
受
け

る
べ
き
者
の
順
位
が
 
（イ
）
 
の

順
序
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
 

⑧
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
同
順
位
の
遺
族
が

ふ
た
り
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ

の
ひ
と
り
の
請
求
は
、
全
員
の

た
め
そ
の
全
額
に
つ
き
請
求
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
ひ

と
り
に
対
し
て
の
支
給
は
全
員

に
対
し
て
の
も
の
と
み
な
さ
れ

る
。
 

未
支
給
給
付
 

脱
退
「
時
金
の
支
給
を
請
求
し

た
後
に
死
亡
し
た
と
き
と
脱
退

一
時
金
の
支
給
を
請
求
し
な
い

で
死
亡
し
た
と
き
は
、
遺
族
が

そ
の
支
給
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

時
 
効
 

脱
退
、
死
亡

一
時
金
の
支
給

を
受
け
る
権
利
は
、
五
年
を
経

過
し
た
と
き
時
効
に
よ
っ
て
消
 
 

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
と
し
の
赤
十
字
国

際
標
語
は
「
い
の
ち
を
守
る
赤

十
字
」
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

で
」
の
ほ
ど
開
か
れ
た
社

員
の
増
強
運
動
会
議
】
 

滅
す
る
。

こ
の
期
間
を
経
過
し
 

、
 

た
後
に
請
求
し
て
も
支
給
さ
れ
 

ま
せ
ん
。
 

資
格
喪
失
届
を
 

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い

る
者
が
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
資
格
を
喪
失
し
た
り

（
出
か

せ
ぎ
な
ど
に
よ
り
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
し
た
た
め
資
格
を
喪

失
し
た
者
な
ど
）
農
地
な
ど
に

よ
る
耕
作
の
事
業
を
廃
止
し
た

り
し
た
と
き
は
、
資
格
を
喪
失

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
農

業
協
同
組
合
で
資
格
喪
失
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

再
資
格
取
得
届
を
 

出
か
せ
ぎ
な
ど
に
よ
り
、
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
た
め

資
格
を
喪
失
し
た
者
が
、
出
か

せ
ぎ
な
ど
か
ら
帰
り
再
び
国
民

年
金

へ
復
帰
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
復
帰
の
時
点
か

ら
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
要
件

が
発
生
し
ま
す
の
で
、
農
業
協

同
組
合
で
資
格
の
再
取
得
の
手

続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
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添
え
て
市
農
林
課
に
提
出
し
て
 

【

Iー
 

く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
当
課

に
あ
り
ま
す
。
 
ー
 

対
象
事
業
は
、
農
道
施
設
事

業
（
補
修
、
新
設
、
改
良
、
護

岸
、
橋
り
よ
う
、
暗
き
よ
な
ど
 

）
と
か
ん
が
い
施
設
事
業
（
頭

首
工
、
た
め
池
、
分
水
工
、
水

門
、
掛
樋
、
用
排
水
路
新
設
、
 

改
良
）
そ
の
他
の
事
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

．・
 

叫
、．

 

ユ
、
●
？
●・
、て
．●
．●
，、
？,

，
『
 

青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県

人
権
擁
護
協
議
会
で
は
二
月
一
一

日

（
土
）
 
三
日
 
（
日
）
 の
両
日

中
三
デ
パ
ー
ト
五
階
催
事
ホ
ー
 

ル
で
人
権
マ
ン
ガ
展
を
開
き
ま

す
の
で
多
数
の
お
出
で
を
望
ん

で
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
消
防
団
（
鶴
谷
 

初
太
郎
団
長
）
で
は
二
月
下
旬

に
予
定
の
出
初
式
を
燃
料
節
約

に
伴
な
い
中
止
し
 
各
分
団
ご

と
に
器
具
の
整
備
点
検
を
行
な

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

出
か
せ
ぎ
講
習
会
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
 

（
新宅
得
助
所
長
）
で
は
二
月

十
三
日

（
水
）
午
前
九
時
か
ら

北
地
方
教
育
会
館
で
出
稼
就
労

者
安
全
講
習
会
を
開
き
、
出
稼

ぎ
す
る
場
合
に
必
要
な
知
識
を

修
得
さ
せ
ま
す
。
 

一天「 

J伯 
、マ、 

乙ンニぐ 
、 二 

オ/二 

雄縄 

麟
 

な
 

上
一
『
 

才うカ、えー 

，
・
二
．く
．
「
‘
？
二
：
、
，
・二
．ノ
・
《「
、

、
二
，‘
ぐ

・
、
 

中国から永住帰国した小山内隆夫さん（36)=＝市内中泉出身＝＝一家 

6人が、1月26日午前、34年ぶりに故郷の地を踏みました。この朝9時

すぎ青森駅ホームに降りたつた小山内さんは、出迎えの姉妹や親類と

抱きあつて対面し、岩館市助役や日中友好協会の暖かい歓迎に目頭ジ

押えていました。なお一・家は、市が提供した市内田園調布の市営住宅

におち着きました。 

、 
C 

1 

、 

C 

I 

、 

「響鷲響麟鷺 

× 	。一三曹曹議ま 

麟静 
一
 

五
所
川
原
市
社

会
福
祉
協

議
会
 

一
 

一
 

五
所
川
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

＼
 

」
 

一
人
ぐ
ら
し
の
お
と
し
よ
り
 
、
 

〈
 

？
 

ね
た
き
り
の
お
ど
し
よ
り
に
 

一
 

〈
 

み
ん
な
で
愛
の

一
声
を
 

一
 

（
 

い
 

」
 

．
 

一L
 

斤
 

H
 

膏
 
有
 
～
 

五
 
所
 
川
 
原
 
市
 

④
 

耕
地

F
業
の
申
請
を
一
 

申
込
は
」
十
八
日
ま
で
 

四
十
九
年
度
に
耕
地
事
業
の

実
施
を
希
望
す
る
団
体
は
、
一
一

月
ニ
十
八
日
ま
で
事
業
計
画
の

申
」墨
『
に硯
取
図
と
会
議
録
を
 

住
宅
用
地
の
申
告
も

市
税
務
課
で
は
、
償
却
資
産

と
住
宅
用
地
の
申
告
を
受
け
付

け
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
申
告
さ

れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
 

昨
年
住
宅
用
地
の
申
告
を
し

ひ
き
続
き
住
宅
用
地
と
し
て
使

用
し
て
い
る
者
と
、
昨
年
か
ら

非
住
宅
用
地
と
し
て
ひ
き
続
き

使
用
し
て
い
る
者
は
申
告
の
必

要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

詳
し
く

は
、
市
税
務
課
資
産
税
係
へ
お

問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

確
定
申
告
は
十
六
日
か
ら
 

四
十
八
年
分
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
基
礎
控
除
、
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
な
ど
所
得
控
除
の
合
計

額
ょ
り
多
い
人
は
、
ニ
月
十
六

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
 、

 
 

に
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
税

金
や
、
予
定
納

税
を
し
た
税
金

が
納
め
過
ぎ
に
 

な
っ
て
い
る
人
は
、
確
定
申
告

を
し
て
税
金
の
還
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
 

こ
の
申
告
は
、
二
月
十
五
日

以
前
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

か
ら
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告

を
し
て
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
 

I
 
（
五所
川
原
税
務
署
）
 

露
蕪
舞
 

毎
週
水
曜
日
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
 

毎
週
水
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
市
生
活
環
境
課

で

「
心
配
ご
と
相
談
所
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
 

ニ
月
中
の
相
談
員
は
次
の
方

々
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

▽
二
月
六
日
 
蝦
名
誠
一
、
 

鶴
谷
ャ
ナ
▽
同
十
三
日
r
坂
本

庸
一
、
太
田
春
悦
 
▽
同
ニ
十
 
 

日
 
山
谷
満
広
、
坂
本
憲
泰
▽

同
ニ
十
七
日
 
山
内
清
祐
、
佐

藤
甚
》
 

（
敬
称略
）
 

響
 
を
妨
げ
き
こ
 

こ
と
し
の
冬
は
、
例
年
に
な

く
降
雪
量
が
多
く
、
・
除
排
雪に

全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
車
両

の
乗
り
す
て
、
前
日
か
ら
の
ゴ

ミ
の
集
積
な
ど
で
作
業
に
支
障

を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
お
互

い
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
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